第1回大学設置準備委員会での意見
１　市立大学の基本的な理念について
　■理念の中に大学設置の必要性を打ち出し，「持続可能な発展」と「文理融合」というキーワードを盛り込む
【主な発言内容】

○ 理念の考え方について
・市立大学の意義や存在理由を踏まえたものにする必要がある

・キーワードとして持続可能な発展や文理融合を盛り込む必要がある
○ 「持続可能な発展」について
・持続可能な発展というキーワードは「循環と共生」などに置き換えると，循環は「もったいない」，共生は「いたわる」というふうになる

・もったいないという気持ちは持続可能な発展に必要であり，そういう観点をベースに理念について整理してはどうか

・持続可能な社会とは，クリエイティブ（創造的）な次世代社会を創ることであり，時代の変化に対応できる次世代を担う人材の育成を盛り込む必要がある
○ 文理融合について
・文系を基盤とした上で，理系科目を的確に理解し，企画，戦略を立て実践のレベルで活躍できる人材を育成すれば他大学と違うユニークな点になる

・教育学部と現代教養学部の両方にサスティナビリティ（持続可能）を柱として，学問の体系を作ってはどうか

・２１世紀の価値観として，２０世紀型の効率優先のシステム，学問体系を，使用価値の視点，使い勝手や生活の視点を入れて，サスティナビリティーをもって一本貫いた形で学問の体系全体として作り直す必要がある

・物的な資源と人的な資源と知的な資源，それらを統合しながら配分していくときには知識や決断力が必要になるが，それに役立つような知識の体系をどうやって組み上げていくのかという観点を盛り込む

・大学の教員と学生達とが協力して実際のリアルなものを相手に，既存の知識を使って若干でも解決していく（クリエイティビティー）という教育を実践していく中で，サスティナビリティーの学問体系を確立させると同時に，学生たちが社会に出たときに次の世代を担っていく力を得ることができる，そういった教育を行う必要がある
２　教育研究上の理念，目標等について
（１) 具体的な教育研究体制などに加味する意見
○ 教育目標について
・基礎的な知識や技術を教育し，学生が保持するポテンシャル（潜在能力）を引き出し，夢を与え，社会に出たときいろいろな価値観を自分で判断できる人間を育成する
・ただ常識人をつくるというのではなく，出口の見通しをつくる
・自分の仕事のデザイン，考える力を持ち，実学的なことができる人材を養成する
・一定レベルの英会話やある程度の中国語も話せる人材を養成する
○ 教育課程について
・教育学部は資格，現代教養学部はこれまでの学問体系とは異なる学問を教育するので，この２つを上手く活かす双方共通の基礎科目をつくる
・小規模の大学であり，何が基礎かを絞り込み，演習や現場トレーニングも含め４年間で徹底的に教育し，後は自分で勉強する方法を見つけ出すことを教育の方向性とするべきである
・社会に出ると収支計算の知識は必要であり，熱力学などの基本理念を教える時にも勘定科目が重要となるため，簿記の導入などを検討する必要がある
・単位互換，学部間互換のような形でカバーし合える仕組みを考える
・大学と地域が共同して教育する仕組みを教育課程の中へ具体的に組み込む必要がある
・コミュニケーション能力は外国語のみでなく，個人の漢字や文章等の欠けている部分などの補習を行う必要もある
・「環境，都市，経営，開発」の４つの項目から主専攻と副専攻を選択し，外に出たときに副専攻の項目が勉強できるようにする
・学部の中である種の専門性を出す，地域との関係でどういうことができるのかという役割を持たせる
・自学自習の時間を含め，名実共に45時間の学習で1単位として，しっかり学べる体制とシステムを整備する必要がある
・放送大学の活用や，地域に密集して大学があるところでは，他大学と協力した共通カリキュラムをつくることなどを考え，教員数をカバーする
・地域のニーズに応えるような，例えばＬＣＡを組み込んだ経済計算など，特色を持ったカリキュラムを組む

（２） 検討課題について
・現代教養学部では，4つのテーマをどこまで徹底的に教え鍛えるのか，全体のバランスについて議論が必要である

・現代教養学部で中学・高校の教員免許を取得させる場合には，教職科目を担当する教員を位置付ける必要がある
・理系のことが基本的にわかる文系専攻の人間は特徴となるが，その専門領域についてどうあるべきか議論が必要である
３ その他

○ 大学院について

・小学校教諭に専修免許の取得が基礎要件となることが展望され，また，就職先の企業においても，ある程度の専門的な知識と技術が求められており，修士課程は最低でも必要である
○ 設置場所について
・学生，教員，社会人などが集まり易く，便利な場所に設置すればよい
・今の傾向として，街中にあるのが良い，郊外に移って大学文化が消えた例もあり，賑やかな場所にある良さもある
・昔の大学は，郊外にあって広大な敷地，青い芝生というイメージであったが，大学の在り方も変わってきた。ヨーロッパの大学はどこから大学でどこから住宅か判らないくらい街中に溶け込んでいる

○ 入学者選抜について

・今は高校生だけでなく，社会人枠を位置づけることが必要である
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